
ます。
コンプラ過多がもたらす「言ったもん負け」「貧

乏くじの引かせ合い」の「他責」文化が企業風土を
蝕んでいます。コンプライアンスは他責の文脈ば
かりで使われます。メガバンクの不祥事でも「自
分の持ち場を守る」消極的な企業風土が批判され
ました。

2.コンプライアンスはDo things right
右肩上がりの時代は「言われたことをやる（Do 

things right）」で足りました。しかし、VUCA時
代の今、「守る」「従う」という消極的姿勢は、事
案にそぐわない本末転倒な結果をもたらします。

「気温が30℃以上ではプールに入れない」方針の
小学校で、校庭でリレーをさせて生徒を熱中症に
させたという笑えない話もあります。法やルール
は常識や時代を後追いします。VUCAの時代に「ル
ールを守る」「言われたことをやる」受け身の姿勢
では、時代に取り残されるのです。

3.インテグリティはDo the right thing
そ の た め、受 け 身 的 に「ち ゃ ん と や る（Do 

things right）」コンプライアンスではなく、積極
的に「正しいことをする（Do the right thing）」イ
ンテグリティを企業文化にしなければなりません。
インテグリティは、チーム感を高め、全体最適の
視点から「自分のアタマで」捉えます。右に倣えで
思考停止しがちなコンプライアンスの弊害を打破
するのがインテグリティです。知識（コンプライ
アンス）ではなく意識（インテグリティ）という対
比もできます。Don t̓ think, Feel!というブルー

まだコンプライアンスですか？
──「インテグリティの伝道師」として

自社のコンプライアンスに満足している企業は
ありません。中山国際法律事務所では、コンプラ
イアンスを発展させた「インテグリティ」をサービ
スの１つの柱にしています。

インテグリティとは、コンプライアンスをアン
ラーン（Unlearn）して、VUCAの時代に即応すべ
く明るく発展させたものです。「良心」や「お天道様」
がインテグリティのイメージです。従来のコンプ
ライアンスに、リーダーシップ的な要素を加えた
ものです。「コンプラ疲れ」にあえぐ日本企業の多
くが、欧米では常識のインテグリティの採用を始

めています。

なぜインテグリティ？

なぜコンプライアンスではなくインテグリティ
なのでしょうか。

1.コンプライアンスの病理
SDGsの流れで「ソフトローのハードロー化」が

起こり、日本企業の疾病の一つ「コンプラ過多」が
加速しています。大手企業の相次ぐ不祥事は「コ
ンプラの病理」を明るみに出しています。「手段」
であるべきコンプライアンスが「目的」化する「ブ
ルシット・コンプライアンス」が企業を蝕んでい

ス・リーの名言は、コンプライアンス（考える）と
は違うインテグリティ（感じる）をうまく表現して
います。

多くの企業に、企業理念実現のためのインテグ
リティ導入をカスタマイズするのが、中山国際法
律事務所の得意分野であり、使命です。

インテグリティは「VUCA時代の羅針盤」

インテグリティは、VUCAの時代にマッチし
ています。

1.企業理念との一体化
企業の方々と会食をすると、50代の部長が85％

話し、40代の課長が13％話し、30代の主任はお
酒を注ぐばかりで２％も話せない…という場面に
遭遇します。この閉塞感ではVUCA時代に世界
と戦えません。この停滞感に風穴を開けて企業文
化を明るくするのがインテグリティです。

コンプライアンスは企業理念となじみにくいで
すが、インテグリティは企業理念そのものです。
インテグリティの原義は「完全・一体化」です。企
業理念との一体化がインテグリティです。コンプ
ライアンスを強調すればするほどエンゲージメン
トは下がりますが、インテグリティを通じ企業理
念を標榜すればエンゲージメントも上がります。

2.組織のパフォーマンス向上
インテグリティとマナーは近いため、インテグ

リティ導入によりマナーも向上し、これは生産性

中山国際法律事務所

笑顔あふれるインテグリティで
コンプラを変え、会社を変え、日本を変える!
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